
これからの日本人に求められる語学力

現在は日本人でも、国際共通語としての英語でコミュニケ

ーションを取らなければならない時代が到来しつつあるとい

えます。それは決して海外でだけの話ではなく、国内において

も、多様な文化の人々と外国語で会話をする必要があるので

す。ここ、名古屋外国語大学がある愛知県には、大勢のポル

トガル語を話すブラジル人が居住しており、そうした人々と

は日本語以外でコミュニケーションを取る必要が出てきます。

「グローカル（global＋ local）」という言い方を最近耳にする

ようになりましたが、日本はもっと国内における国際化、多

様化に目を向け、ローカルなニーズにも応えていくべきです。

日本語を母語とする日本人が、外に向かって働きかけると

きには語学力が必要とされます。EU（欧州連合）では、母国

語に加えて、地域の言語と隣の地域の言語、つまり母語プラ

ス２言語を共通目標としているそうですが、これからは日本で

も、英語プラス他の言語もできるようにならなければいけない

時代が来るでしょう。英語を話せるようになるのはもちろん大

切ですが、隣国の言語である韓国語、中国語など、日本人が積

極的に学ぶ必要がある外国語は他にもたくさんあります。

海外では、こうした母語以外の言葉を子どもたちに習得さ

せるために、もう長年「バイリンガル教育」に取り組んでい

ます。日本で小学校からの英語教育が本格的に始まろうとす

るとき、諸外国での「バイリンガル教育」の方法や成果から

参考にすべきことがあると思います。

言語形成期を活用したバイリンガル教育の特徴

バイリンガル教育とは、一つの言語を使う「モノリンガル」

に対して、「二つ（以上）の言葉をきちんと使い分ける力を持っ

た人」という意味での「バイリンガル」を育成する教育です。

バイリンガルに育つということは、1960年代までは知能低

下、学業不振、精神不安定など否定的なイメージと結び付いて

いました。バイリンガルとは、「弓に二つの弦がついているよ

うなもの（両方緩んでしまう）」とか、「人間は生来モノリンガ

ルで、バイリンガルは二つの宗教を信じるようなもの」とかい

われたものです。ところが、70年代になってカナダで、英語と

フランス語のバイリンガル教育が成功してからは、バイリンガ

ルに育つことの有利な面が実証されるようになりました。

「バイリンガル教育」と一口にいわれますが、実はさまざま

なタイプがあります。例えばカナダの場合は「イマージョン

方式」といって、学校教育の中で二つの言語を学習言語とし

て使用することによって、2言語に堪能なカナダ人を育てよ

うとするものです。カナダには、英語圏とフランス語圏があ

り、公用語は英語とフランス語です。しかし、現実には英語

が主要言語で、フランス語が少数言語です。そこで、両方の18
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住民が血を流さずに共存するために、英語とフランス語のイ

マージョン教育を国の政策として行っています。バイリンガ

ルであることが首相になるための暗黙の条件ですし、また政

府機関や企業に就職するために有利な資質となります。今で

は、カナダ型の「イマージョン方式」が、世界の各地でいろ

いろな目的のために使われています。例えば、マイノリティ

の言語が消滅する危機にあるところでは、人為的に学校教育

の中で2言語を育成することでその少数言語を救おうとして

います。スペインでのバスク語、そして英国のウェールズ語

などがそうした例です。

アメリカでは、英語を母語としないマイノリティの学童が、

英語ができるようになるまで、便宜的に母語と英語の両方を

使って教育を受けることがあります。これは二つの言語を手

段として使うのであって、両言語を伸ばすことを目標として

いるわけではありません。その意味で「過渡的（transitional）

バイリンガル教育」と呼ばれます。しかし、最近では「双方

向（two-way）イマージョン方式」または「二重（dual）イ

マージョン方式」と呼ばれる、2言語育成を目的としたバイ

リンガル教育も盛んになっています。

バイリンガル教育は、外国語に触れる環境を整えることで

自然習得させるようにします。ということは、これが可能な

時期に行われなければならず、いわゆる言語形成期（2～15

歳）をフルに活用するわけです。諸外国ではかなり以前から

行っていることですが、日本の英語教育では今までこの言語

形成期の中核をなす、小学生時代を十分に生かしてこなかっ

たといえます。自分から自然に学びたくなるような環境が与

えられれば、言語形成期にある子どもは誰でもバイリンガル

に育つ可能性があります。

カナダではすでに40年近く、「イマージョン方式」による

フランス語と英語のバイリンガル教育（French Immersion）

を行っています。イマージョンというのは、「浸す（immerse）」

という動詞から来た言葉で、イマージョン教育とは、「外国語

の環境にトータルに浸す」ことで習得させる方式です。具体

的にいうと、算数、理科、社会といった主要教科を学習する

ときに外国語を使うのです。その英語とフランス語の学習時

間の比率を学年ごとに変えていくことによって、両言語が高

度に発達するように工夫するのです。カナダで始まったこの

方式は、現在ではアメリカ、オーストラリア、ヨーロッパな

ど各地で広く応用されています。

幼稚園から中学校までのイマージョンを開始する時期によ

って、「早期イマージョン（Early Immersion）」、「中期イマ

ージョン（Middle Immersion）」、「後期イマージョン（Late

Immersion）」に分けられます（図表1参照）。「早期」は幼稚

園から、「中期」は小学校5年生から、そして「後期」は中学 19

N
O

.0
5

  
2

0
0

6

特集　小学校からの英語導入で子どもたちをどう育てるか

図表［1］ フレンチ・イマージョン3種類とコア・フレンチの総授業時間数比較
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Turnbull, M., Lapkin, S., Hart, D. & Swain, M. (1998）などを基に作成



校からです。これに対して、外国語としてフランス語を教え

るのは「コア・フレンチ（Core French）」と呼んで区別して

います。日本の英語教育に当たる「コア・フレンチ」の総授

業数は図表１に示したように900時間ぐらいですが、「早期イ

マージョン」では幼稚園から始めて小学校5、6年で、5000

時間近くになります。このぐらい時間をかけると、聞く力、

読む力は母語話者レベルかあるいはそれ以上に達し、話す力

と書く力では母語話者レベルに近付くといわれます。

外国語が母語に与える影響

あまり早い時期から外国語を学ばせると、母語に悪い影響

を与えるのではないかと心配する声もあるようですが、子ど

もの場合、母語の力を土台に外国語が伸びていきます。です

から、母語が社会の主要言語で伸びやすい環境の場合は、母

語と外国語の両方が伸びる可能性が高いのです。ということ

は、日本人の子どもが日本の小学校で英語を学ぶなら、日本

語へのマイナスの影響はほとんどないといえるでしょう。む

しろ逆に、日本語の発達に刺激を与えて、より日本語が強ま

る可能性があります。その反対に、母語がマイノリティ言語

である場合は、母語も外国語も伸び悩むケースが出ます。で

すから、マイノリティ言語を母語とする外国籍の子どもの場

合は、母語が伸びにくい環境ですから、よほど気を付けない

と、母語も日本語力も伸び悩むという状況です。大人は母語

で考えてしまい、外国語で話したり書いたりするときに、母

語の語順などが干渉してマイナスの影響を及ぼしていると感

じることがありますが、母語が発達途上にある子どもの場合

は、両言語が関係し合って伸びていきますから、母語がしっ

かりしているということは、その子が非常に大きなリソース

を持っているということなのです。

母語の発達過程を見ると、5歳にもなれば、してよいこと

と悪いこと、といった母語を土台とした母文化が身に付きま

す。母語による話し言葉はだいたい8歳くらいまでに習得さ

れますが、抽象的な思考ができるようになり、抽象語彙が増

えるのは10歳以降だといわれています（図表2参照）。子ども

が外国語の環境の中に置かれた場合、会話力はだいたい2年

で獲得しますが、外国語で抽象的な思考ができるようになる

には5～7年以上かかるといわれています。というように、

言語の側面によって発達に必要な時間が異なるのです。

二つ以上の言語を習得した場合、表記の仕方などが違って

いても、思考と関係が深い部分は共有しているという「２言

語共有説（または氷山説）」があります（図表3参照）。母語

で作文が得意な子どもは、外国語でも文章を書くことに優れ

ていることが多いのはこのためです。また、母語で九九をい

える子どもは、それが何の役に立つのかを理解していますの

で、外国語の数字を学ぶ必要はありますが、母語と関連させ

て外国語でも九九がすぐにできるようになります。

２言語共有説を提唱したのは、トロント大学のカミンズ教

授（Jim Cummins）ですが、2言語間の移行に方向性があるこ

とを指摘しています。簡単にいえば、「十分な接触量と動機づ

けがあれば、外国語を学んで伸びた能力は母語にも転移する」

というものです。日本人の子が小学校で英語を学んだ場合、20
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図表［2］ 母言語形成期と母文化形成期
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日本語力にマイナスになることより、英語で学んだことが接

触量の多い日本語に自然転移され、プラスになることの方が

多いということです。例えば、日本人の子どもが英語でロー

ルプレイをして積極的にコミュニケーションに参加できた場

合、母語の日本語でも人との関係構築により積極的になるな

どがその例です。

国際学力調査（PISA）の結果も、もしかしたら２言語間の

転移の可能性を示しているといえるかも知れません。世界31

か国を対象に読解力調査を実施したところ、カナダは2位で

した。しかも、英語読解力を詳しく見ると、英仏イマージョ

ン教育を受けている生徒の方が、英語だけで学んでいるモノ

リンガルよりも優れているのです（図表4参照）。もちろんイ

マージョン教育には英語母語話者の子どもが多いので、昔は

エリート教育といわれたのですが、近年はさまざまな言語背

景の子どもがイマージョン教育を受けるので決してエリート

教育とはいえません。しかもカナダ全国で同じような結果が

出ているところを見ると、２言語の同時発達による相乗効果

ということも否定できないわけです。

また、小学生の外国語教育の問題点の一つは、学習開始年

齢とその到達度ですが、この点についてもバイリンガル教育

はいろいろなデータを持っています。例えば、早期・中期・

後期の各種イマージョンで学んだ高校卒業生のフランス語力

を比較したものがあります＊1。この調査の結果、年少から始

めた方が有利だったのは聞く力と話す力でした。つまり、開

始年齢が早く、学習時間総数が多くなればなるほど、対話力

で有意差が見られました。読む力と高度な書く力については、

高学年になってから始めても大差がなかったということです。

というわけで、同じイマージョン教育でも幼児から始める

「早期イマージョン（EI）」が最も効果が高いのですが、全員

が受けるわけにはいきません。そこで、現在カナダでは、イ

マージョン教育だけでなく、コア・フレンチを選択した子ど

もたちの中からもバイリンガルに育つ子どもが増えるように、

連邦政府が10年先を目指して「2013年プロジェクト」を立

ち上げました。これまで毎日40分行ってきたフランス語の授

業を、週3回にして1回の授業時間を倍にしてみる取り組み

とか、授業を1学期間にまとめて行うなどの実験をしていま

す。これまでのところ、分散型よりも集中型の方が語学力が

伸びるという結果が出ています。また年少者向けの教授法と

して、AIM（Accelerative Integrated Method）というジェ

スチャーを駆使し、ストーリーやドラマ化を採り入れた画期

的な方法も開発されています＊2。

日本の早期英語教育への示唆

聴覚が最も鋭いのは３歳ぐらいだといわれています。その

ため、子どもが接する発音などは「本物」であることが重要

です。また言葉を話すときには、それに伴う顔の表情、眉や

肩や手の動きなどがあります。それらも含めてトータルに子

どもは言葉を覚えていきますから、もしどこかが微妙に違っ

たりしたら、後で「習い直し」をしなければなりません。です

から、小学校で英語を教える場合は、ぜひ生きた本物の英語

に触れさせたいものです。

小学生に英語を教える場合、体を使って、耳から覚える、

21
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＊1 Lapkin, S. (1998) French Second Language Education in Canada .
University of Toronto. pp.31-55.

＊2    「AIM LANGUAGE LEARNING」のウェブサイトを参照。
http://www.aimlanguagelearning.com/
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コミュニケーション中心の授業になるでしょう。ただ、子ども

は大きなポテンシャルを持っているのですから、小学校での英

語学習は音声面だけに限るのは不自然に思います。言葉には

文字もあるということを、子どもはすでに母語を通して知っ

ています。時間がないということはあるでしょうが、言葉をな

るべくトータルに、アンバランスにならないように教えること

が大切だと思います。子どもは知らないものに出会うと好奇

心を刺激されます。日本語で知っている単語を英語でも教え

るというように、ラベルを置き換えるだけの方が子どもがよく

覚えると大人は考えがちです。が、実は全く反対で、まだ知ら

ない新しいこと、新しい言葉を学ぶ方がずっと意欲的になる

のです。子どもは年齢相応の新しい課題が与えられれば、知

的興味をかき立てられて自然に学ぼうとします。今、日本の

英語教育でもテーマ・アプローチ、あるいは内容重視のアプ

ローチが採り入れられているようですが、子どもたちが生活で

触れられるテーマや、知的興味を持つ教科学習（理科の実験、

環境問題など）の一部を選んで、アクティビティ中心に授業

を行うのは子どもに適した方法だと思います。またそれが最

もバイリンガル教育のアプローチに近いものです。

外国語の習得には、教室の中だけでの純粋培養では限界が

あります。そのため、せっかく学んだ言葉を忘れないように、

自分から使わなければならない環境を与えて、補ってあげる

ことが大切になります。カナダの取り組みを見ると、例えば

フランス語圏であるケベック州の小学校との交流プログラム

などと授業を組み合わせることで、フランス語の力が定着す

るように図っています。日本も、幸いなことに世界各地に日

本人学校や補習校があるのですから、外国語教育と異文化理

解のために、もっと在外教育機関を積極的に活用したらどう

でしょうか。実体験は英語学習への大きな動機づけになりま

すし、また「本物」の異文化理解になります。

異質な文化に触れる体験から得られるもの

母語とは違う言葉を知るということは、子どもの発達にと

って大きな意味を持っています。いろいろな言葉に触れると、

言葉そのものがもっとよく理解できるようになります。言葉

とその対象物との関係が恣意的なものだということが分かっ

てきます。そして、違う言葉や文化があるという認識が、思

考の柔軟性と異文化に対する寛容さを生むのです。第３、第

４の言語の習得も速くなります。

また、自分自身を知るためには、異質なものに触れる体験が

必要です。日本人だけに囲まれて、日本語だけ使っていたので

は、日本人としてのアイデンティティは育ちません。むしろ異

質な文化を身に付けたネイティブに触れて、初めて自分は違う

んだ、自分は日本人だと意識できるのではないでしょうか。

もちろん、小学校の英語をすべてネイティブに頼ることは

不可能です。ですから、日本人の英語教師をきちんと養成す

る必要があります。これまで私が見学した日本の英語教育の

授業で最も印象的だったのは、ホームルームの先生方の活躍

ぶりです。英語そのものの発音は、ネイティブではないので

模範とはなれないのは当然ですが、子どもたちにとって非常

に分かりやすい「学び方のモデル」となっていました。先生

方が英語を懸命に習おうとする姿勢が、子どもたちを励まし、

大きな動機づけになっていました。

異質な文化に触れる体験は、国際理解の基礎となります。

そして、国際理解力は語学力がないと本当の力にはなりませ

ん。日本人が世界で発信できるようになるためには、日本が

これから必要とする、高度な語学力を持った日本の若者を戦

略的に育てていく政策が求められるでしょう。カナダでは、

子どもたちが外国語を習得することに国が「投資」をして、

「言語資源」を開発するという視点に立って言語教育を考え

ているのです。日本でも、アジアそして広く国際社会の一員

として生きていくために、もっと「国力」として子どもたち

に外国語を学ばせるべきでしょう。

ぜひ吸収力のある小学校時代を無駄にしないようにしてい

ただきたいと思います。また、中学、高校の英語教育は現状

のままで、小学校だけを論じることはできないでしょう。「ど

ういう子どもを育てるのか」「どんな語学力を目指すのか」と

いった観点から、「小学校では何ができるのか」を議論するべ

きです。もっと長期的な視野を持った全体論が必要とされて

いるのではないでしょうか。
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